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６月８日リリースの Yahooニュース記事に対する再度の不服申し立てについて 

 

当協会は民間フィットネスクラブ・スポーツクラブの事業者団体である、一般社団法人日

本フィットネス産業協会（0100-05-0177005）と申します。 

2024年６月８日 （土）８時 17分に Yahoo ニュースにおいてリリースされた （株）プレジ

デント社様配信の『フィットネスクラブで怖い腎臓病が増加中…健康と美容のために摂取

するとかえって"死を早める粉"の正体』と題された記事の内容に関して、フィットネスクラ

ブ事業の社会的信頼性・安全性を大きく毀損する内容であると複数の業界関係者より問題

提起があり、共有された記事内容を確認したところ、貴記事による問題の切り取り方は著し

く当業界のイメージを損なう危機的な内容であると認識のもとに、６月 13日付けで貴社の

代表取締役社長 鈴木勝彦様あてに不服の申し立てをさせていただいたことについては、

既にご承知いただいていることと存じます。 

その後、確認のために貴社お問合せメールにて再度書面送付のご連絡をさせていただい

たところ、貴社編集部の星野貴彦様よりメールでのご返信をいただきました。 

しかしながら、何度かメールにて星野貴彦様に当方の申し立てに対する回答を詳細なる

補足を交えて求めてまいりましたが、当方の申し立ての意図と要望に対する理解が全く得

られていないと判断せざるを得ない状況をもって今日に至っております。 

こうした状況を鑑み、先日当協会の意思決定機関である理事会に対して事の経緯の説明

と、今後の対応についての意見収集を行いました。 

その結果、理事会総意としての深刻な業界風評被害拡散への危機感並びに、いただいてお

りますこれまでの貴社の対応に対する強い不服の合意を得るに至りました。 

つきましては、あらためて当協会理事会総意としての不服申し立て並びに、善処方要請を

お伝え申し上げます。 

 本件に対しては星野  様からのメールでの回答ではなく、貴社代表取締役社長鈴木勝

彦様からの回答として、正式な文章をもってご回答いただきますよう、強く求める次第にご

ざいます。 

 何卒、よろしくご対応のほどお願い申し上げます。 



 

１）問題と捉える記事表題 

『フィットネスクラブでの過剰摂取に要注意…健康と美容のために摂取するとかえっ

て"死を早める粉"の正体』 

 

２）当協会問題提起の理由  

  ①この記事の表題は６月８日のニュース配信当時、 『フィットネスクラブで怖い腎臓病

が増加中…健康と美容のために摂取するとかえって"死を早める粉"の正体』であっ

た。 

   その後、 『フィットネスクラブでの過剰摂取に要注意…健康と美容のために摂取する

とかえって"死を早める粉"の正体』と修正されている。 

   本記事の論旨は、当初腎機能に問題が起こった患者の定量的検証の結果としてフィ

ットネスクラブに通っている人が多かったという何らかのエビデンスや、プロテイ

ンの過剰摂取による弊害とフィットネスクラブで該当する患者が多いということの

因果関係に関するエビデンスも示されていないにもかかわらず、最終節においてフ

ィットネスクラブのビジネス戦略・思惑が腎臓病患者を生み出しているかのような

展開となっている。 

   その後、表記は変更されたが、今もなお 『フィットネスクラブでの過剰摂取に要注意

…健康と美容のために摂取するとかえって"死を早める粉"の正体』と表題に記載さ

れており、引き続き意図的にフィットネスクラブだけが切り取られて危険領域であ

ると警鐘が鳴らされているが、その事象を裏付けるエビデンスは表題訂正後も何ら

示されていない。 

     

②今回の我々の問題提起は、“プロテイン摂取の腎機能への弊害の是非”ではなく、あ

たかも “フィットネスクラブユーザーの間で、他の一般生活者と比較してプロテイン

摂取による腎機能障害が多く発症する事象が起きており、その実態が顕在化してい

る”という、業界存亡の危機にもつながりかねない“根も葉もない”情報が一方的に

世に流れた点である。 

『フィットネスクラブで怖い腎臓病が増加中・・・』、あるいは『フィットネスクラ

ブでの過剰摂取に要注意・・・』という表現は、どの角度から解釈しても、“フィッ

トネスクラブが腎臓病蔓延の元凶の一端である”との警鐘と解釈される。これは本来、

健康づくりのインフラである健康増進施設の使命を根底から否定し、イメージを著

しく傷付けるものと認識せざるを得えず、社会的にも極めて重大な問題であると理

解する。 

 

 



３）要請    

①本記事の表題に示されている『フィットネスクラブで怖い腎臓病が増加中』、あるい

は『フィットネスクラブでの過剰摂取に要注意・・・』という表現を社会的に裏付け

る、学術的な信頼性が担保された明確な定量的根拠を即時示すこと。 

 

②もしも示せない場合、題、記事内より“フィットネスクラブ”という限定的な表現を

削除すると共に、該当する記事に関して誤解を招くような内容であったことを同様

の規模で社会に示すべく訂正対応を即時行うこと。 

以上 
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